
使用上の注意事項

1 テリハリーボ ックスl」居住者が不在1キの配;■4荷 物を居住者に代わって一
時保管し、受け取り・発送するためだけに使用を限るものとし、保管できる小荷物は下記の通りで丸

できるだけ,)とりのrl・る大きさのボ,クスを遭んで下さいし大きな荷
物を無理に押し込むと扉が開かなくなることがありまた

保管可能荷物外寸法

2次 に挙けるものは保管できません。
(1)動 物
(3)現 金及び株券.債権等の有価証券類、宝石・貴金属類
(5)生 鮮食料品、その他腐敗変質しやすいもの(冷凍品を含む)
(7)厚 さの薄い荷物で 平置きしたときに高さが15ミリ以下のもの
(91 デリバリーボックスを汚損または破損する恐れのあるもの

(2)発 火 ・引火 ・爆発物等の危険物 、慮J薬及び悪臭を発する不潔な物品

(4)犯 罪の用に供される恐れのあるもの、その他公序良俗に反するもの

(6)封 筒 はがき類

(8)販 売サンブル カタロクなど受取人の不特定なもの

(Ю)そ の他保管に適さないと認められるもの

3開 く扉の前面に顔 などを近づけると危険です。開放時には30センチ以上離れて下さい。

4荷 物を届けたり、受け取ったりした後で扉を開いたままで放置すると通行人が衝突する危険がありますので、作業終了時にすぐ閉じて下さい。

5フ ロアーの掃除などで床面に水や洗剤 ・ワンクス等をまかれるとき当ロンカーにかかると漏電する危険があります。

6ロ ンカ~に よじ登ると落下の危険がありますし、ロンカ~の 蓋が開かなくな|り使用できなくなりますので絶対にしないて下さい。

7操 作部の汚れは、中性洗剤を使 って軽 く́S きヽ取って下さい。

洗斉1にシンナー・ベンジン等は絶対に使わないで下さい。
.水溶洗剤 を直接操作面に吹きつけたり、かけたりしないで下さい。感電する恐れがあり、大変危険です。

ボックスタラフ      1       幅
(Cm)       1      奥行き(cm)      1       高さ(cm,

sSボックス 185～ 250(286)

質墨 (k8)

100

珊科栗葬弊:J三盗難lJ二遷難上Lホックス     1    382～ 440(476,    1    396～580(285)   1   1261～1430(1305)

LLボックス     1     390～ 440     1     495～ 580     1      1745

目取扱い上のご注意

●子供がボックスで遊ばないようご注意下さい。

子供がいたずらや遊びでボノクスの中に開じ込められたりすることかないように充分ご注意
下さい。

●扉にぶらさからないで下さい。

lrFにぶらさがったりすると変形したり、破す員することがあり、思わぬけがをすることがあります。
特に子供の遊びにご注意下さい。

●ボンクスの中に開じ込められると危険で九

万―子供が閉じ込められた場合 至急スペアキーで開けて下さい。
あるいはボンクス内部の非常脱出レバー(Lボックスに装備)で中から開けることを知らせ
て下さい。

■管理される方へお願い

●子供の遊びにご注意下さい。

子供がボノクス内に開 し込められたり、扉にぶら下がったりしないように充分ご注意下さい。
万一開 じ込め られた場合は 記載のスペアキーの使 い方説明、及び、非常脱出 レバー

(Lボンクスに装備)の操作方法を指示して緊急解錠して下さし、

●スペアキーの管理を行つて下さい。

スペアキーは非常用として、7LN要にな',ます
ので保管や使用上の管理を確実に行って下さい。

★ご使用中の鍵がなくなった場合は、錠前の交換が必要にな
'り
ま丸

●定期的な内容物の確認点検をして下さい。

中に何も入っていない状態で施錠されていたり、長時間同じ荷物が入ったままの場合や、
不審な物や不適当と認められる物が入っている場合等、スペアキーによる強制解錠にてこ
確認の上適切な処置をして下さい。

:■スペアキーの使い方

●錠にはそれぞれ番号か記されています。

この番号は各ボックスの番号と同じになつているので、番号の違うボックスに|よ使用
できません。

●必ず内側(居住者側)の扉から開けて下さい。

外側(配達業者側)の扉からはスペアキーでも開けられません。

非常脱出レバーの使い方

●この機能は、Lボックスに装備されていま魂

万―、ボノクスの中に開し込められた場合、内部側面中央部付近にあるレバーを下げれば夕|
lul(配達業者側)の扉を開けることができます。

■設置時のご注意 ――一 ――――――一―――

●床面のアンカー固定は必ず行って下さい.

固定しませんと、地震のR寺や外力を加えた|′した時に、転倒する危険性があります,

日屋外や雨のかかる場所、高温多湿 ホコリの多い場所等には設置しないで下さいぅ
■荷物の受け出しに支障のないようなスベースのある場所に設置して下さい,
■工事中は ユニント全体に必ず養生を行って下さい。

「配達ボックス設置協力謝礼金制度」をご活用ください。 呼成8年10月1日〕
平成8年10月1日より 配達ボノクスを設置された方には、日本郵政公社から「配達ボックス設置協力謝礼金Jが交付されます。

::昴;    :熙 ¬
●支払い対象となる配達ボックス

平成8年 10月1日以降に、3階層以上の高層集合住宅などの1階出入口またはその付

近に設置されたロノカ~型 のホンクスで、郵便物 を安全に保管できる構造 ・材質であ

り、かつ正当受取人のみか受領できる機能を有するものとします。

●支払い対象者

上記の呪達ボンクスの設置者

●謝礼金額

1ボ ックス当 たり2,000円

●手続き

配達を受け持つ郵便局へお申し出下さい。郵便局に準備してある「酉己達ボックス設置

協力謝礼全交付請求書」に必要事項を記入のうえ、配達ボノクスの設置者であること

が確認できる書類(配達ボノクスを設置した建築物の「建築確認通知書」「配達ボンク

ス設置工事の契約書」など)とともにご提出下さい。書類および実物の調査を行った

後、訪1礼金が交付されま九
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